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配水管布設工　HPPEφ100 L=230.9m、HPPEφ50 L=19.2m、HiVPφ50 L=6.5m、HiVPφ40 L=16.5m、HiVPφ30 L=35.0m、仕切弁設置工φ100×4基、φ50×5基、φ40×2基、φ30×1基、消火栓設置工φ75×1基、給水件数7件
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(HiVPφ50)

(HiVPφ50)

H

(HiVPφ40)

(HiVPφ40)

(HiVPφ50)

両受EFチーズ　φ100×φ50

メカ型曲管φ40×45°(塩ビ管用)
H=800 → H=1200　(振下)(振戻)

VS片落ちジョイントφ50×φ40

両受EFチーズ　φ100×φ50 両受EFベンド　φ100×11°

両受EFチーズ　φ100×φ50

VS片落ちジョイントφ50×Φ40

メカ型曲管φ40×45°(塩ビ管用)

H=800 → H=1200　(振下)(振戻)

不断水T字管φ250×φ100　(鋳鉄管用)
ソフトシール仕切弁付(左締)

フランジ短管φ100(ポリ管用)

EFソケット　φ50

EFソケット　φ50

EFソケット　φ50

B.P.

[市道　宮下1号線]

E.P.

[市道　宮下1号線]

メカ型T字管φ50(塩ビ管用)

一体型ソフトシール仕切弁φ100(ポリ管用)

メカ型曲管φ50×45°(塩ビ管用)

H=800 → H=1200　(振戻)

メカ型曲管φ50×45°(塩ビ管用)
H=1200 → H=700　(振上)(振戻)

VS片落ちジョイントφ75×φ50

メカ型曲管φ100×45°(ポリ管用)
H=800 → H=1200 (振下)(振戻)

No.2
+100

消火栓φ75
補修弁φ75　H＝200
フランジ付台付両受T字管 φ100×φ75
消火栓BOX　H=800

VSジョイントφ50

VSジョイントφ50

離脱防止金具φ50

離脱防止金具φ50

8.萩元φ20

13.高野φ20

12.田島φ20

11.小原他1件φ25

10.室屋他1件φ25

9.きぼうの里φ20
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φ
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いちき串木野市B＆G海洋センターφ75

既
設

V
P
φ
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H
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00

既設HIRRVPφ50　H=1200
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